
 

 
   ２０２３年１０月２４日 

 

抗悪性腫瘍剤「エルプラットⓇ」の 

高田製薬への製造販売承認の承継について 

 

 
Debiopharm International SA （本社 スイス ローザンヌ、ＣＥО Bertrand Ducrey、

以下「デビオファーム社」）、株式会社ヤクルト本社（本社 東京都港区、代表取締役社

長 成田 裕、以下「ヤクルト本社」）および高田製薬株式会社（本社 埼玉県さいたま

市、代表取締役社長 高田浩樹、以下「高田製薬」）は、ヤクルト本社がデビオファーム

社からライセンスを受けて日本国内で製造販売している抗悪性腫瘍剤「エルプラットⓇ」

（一般名：オキサリプラチン、販売名：エルプラットⓇ点滴静注液５０ｍｇ・１００   

ｍｇ・２００ｍｇ）について、高田製薬に段階的に販売移管および製造販売承認の承継

を行うことに合意いたしましたので、お知らせします。 

 

 これまでヤクルト本社が実施してきたエルプラットⓇの安定供給、情報提供および情

報収集活動の高田製薬への引き継ぎ、ならびにエルプラットⓇの製造販売承認の承継を

円滑に進めるため、以下のとおり、段階的にヤクルト本社から高田製薬へ販売および流

通業務を移管し、一定期間後に製造販売承認の承継を行う計画としています。  

  

 ・販売移管時期：２０２４年４月（予定） 

  ・承 継 時 期：２０２５年４月（予定） 

 

以 上 

 

 

 

 



〔この件に関するお問い合わせ先〕 

デビオファーム社 Dawn Bonine, Head of Communications 

 TEL:+41(0)21 321 01 11 

                               dawn.bonine@debiopharm.com 

 

ヤクルト本社 広報室     TEL:03-6625-8971 

 

高田製薬   総務部総務課   TEL:048-816-4193／FAX: 048-816-4192 

                               E-mail: soumu@takata-seiyaku.co.jp 

 

【ご参考】 

エルプラットⓇについて 

 エルプラットⓇは、デビオファーム社がライセンスを保有する白金錯体系抗悪性腫

瘍剤です。日本では、２００５年３月に「治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸

癌」の効能・効果で承認され、同年４月から販売が開始されました。また２００９

年８月に「結腸癌における術後補助化学療法」の効能・効果が承認されました。 

 さらに、２００９年９月には「治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌」に対す

る用法・用量の追加、２０１１年１１月に「結腸癌における術後補助化学療法」に対

する用法・用量の追加が承認されました。その後、２０１３年１２月に「治癒切除不

能な膵癌」の効能・効果、２０１５年３月に「治癒切除不能な進行・再発の胃癌」の

効能・効果ならびに用法・用量の追加承認も取得しています。２０１５年１１月には、

「胃癌における術後補助化学療法」の効能・効果と、既承認の効能・効果である「治

癒切除不能な進行・再発の胃癌」とを併せて、「胃癌」の効能・効果が承認されていま

す。そして、２０１８年９月には「小腸癌」の効能・効果が承認されています。 

 

ヤクルト本社について 

 ヤクルト本社は、「私たちは、生命科学の追究を基盤として、世界の人々の健康で

楽しい生活づくりに貢献します。」という企業理念の下、飲料・食品、医薬品、化粧

品の開発・製造販売を行う日本企業です。 

 

高田製薬について 

 高田製薬は、小児科領域を強みとした付加価値ジェネリック医薬品をはじめとし

て、「独創的な製品を開発し、高品質の製品を適正に供給することにより、人々の健

康に貢献する」ことを経営理念に掲げ、研究開発型の会社として主に医薬品の研究



開発・製造・販売事業を展開しています。 

 

デビオファーム社について 

デビオファーム社の患者さんへのコミットメント 

 デビオファーム社はがん領域および感染症疾患の高いアンメット・メディカル・

ニーズを対象とする革新的な治療法を開発しています。革新的な創薬製品とリアル

ワールドで患者さんが使用している製品の間のギャップを埋めるため、私たちはポ

テンシャルの高い化合物や技術を権利導入のために見出し、それらの臨床における

安全性や有効性を実証し、そして患者アクセスを全世界で最大化するために大規模

な医薬品商業化パートナーを選択しています。 

さらなる情報は、www.debiopharm.com をご参照ください。 

私たちの Twitter（@DebiopharmNews, http://twitter.com/DebiopharmNews）をフォロー

してください。 

 

 


